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広

報

昔利根沼の偏重iに両隊司t

古
利
担
沼

(約
初
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
は
、
手
賀
沼
や
利
根
川
と
と
も

に
市
の
代
表
的
な
水
辺
空
間
で
、
周
辺
の
緑
地
と

一
体
と
な
っ
た
豊

か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

こ
の
貴
重
な
自
然

を
守
る
た
め
、
我
孫
子
市
側
の
水
面
約
時
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
い
取
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
沼
や
周
辺
緑
地
の
保
全
と
活

用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
品
河
市
生
仏
ゲ

O
万
円
)
で
買
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
か
つ
て
は
印
億
円
と
も
一
冨

わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
「
オ
オ

パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民
債
」
の
2
億
円

は
、
古
利
根
、担
乞
買
い
取
る
財
源

に
な
り
ま
す
。
利
率
は
国
債
よ
り

も
低
く
な
る
見
通
し
で
す
が
、
国

債
と
異
な
り
、
最
初
か
ら
使
い
畿

が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
利
根
沼
の
豊
か
な
自
然
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
び
こ
市
民
債
に
ご
協
力
を

市

長

古
利
根
沼
は
、
昔
の
利
根
川
の

風
情
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
貴
重
な

自
然
空
間
で
す
。

バ
ブ
ル
期
に
何
回
も
、
埋
め
立

て
開
発
の
計
画
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
計
画
自
体
ず
さ
ん
な
も
の
で

し
た
。
古
利
根
事
乞
守
ろ
う
と
市

民
の
活
動
も
広
が
り
、
引
例
年
に
市

議
会
が
全
会
一
致
で

「
開
発
反
対
」

を
決
議
し
ま
し
た
。
市
は
沼
の
保
全

方
針
を
明
確
に
し
、
先
行
し
て
周
辺

の
緑
地
を
地
元
の
地
権
者
か
ら
取
得

し
て
、
自
然
観
察
の
森
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
よ
う
や
く
沼
の
水

面
白
体
を
適
正
価
格

(
4
億
3
0
0

古
利
根
沼
は
、
か
つ
て
利
根
川
が

蛇
行
し
て
い
た
部
分
で
、
明
治
末
期

の
河
川
改
修
工
事
に
よ
り
北
側
に
堤

防
が
築
か
れ
、
本
流
の
湾
曲
部
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
た
三
日
月
湖
で
す
。

沼
の
北
側
は
取
手
市
に
接
し
て
い
ま

す。
沼
の
南
側
は
ハ
ン
ノ
キ
や
コ
ナ
ラ

な
ど
の
斜
面
林
と
湖
面
が
一
体
と
な

り
、
美
し
い
景
観
を
今
な
お
残
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

古
利
根
沼
は
、
昭
和
の
初
め
に
固

か
ら
民
有
地
と
し
て
地
元
に
払
い
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
民
閉
会

社
の
所
有
と
な
り
1
9
8
0
年
代
か

ら
、担
乞
埋
め
立
て
、
宅
地
化
す
る
と

い
う
強
硬
な
開
発
計
画
の
申
請
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
と
も
協
力
し
て
沼

の
保
全
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

1
9

9
7
年
に
は

「古
利
根
沼
周
辺
整
備

構
想
」
(下
段
参
照
)
を
策
定
し、

沼
と
周
辺
緑
地
を
一
体
的
に
保
全

・

整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

買

収

の

必

要

性

古
利
根
沼
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

だ
け
で
な
く
、
雨
水
調
整
池
と
し
て

の
機
能
や
農
業
排
水
路
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
所
有
し
て
い
た
民
閉
会
社

は
、
他
に
転
売
す
る
意
向
を
示
し
て

お
り
、
そ
の
場
合
、
埋
め
立
て
や
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
の
場
と
な
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

沼
の
保
全
と
活
用
を
進
め
る
に
は
、

用
地
を
買
収
す
る
こ
と
が
必
要
と
判

断
し
ま
し
た
。

対
岸
の
取
手
市
と
も
沼
全
体
を
保

全
す
る
と
い
う
方
針
で
合
意
し
て
お

り
、
今
後
も
両
市
の
連
携
を
強
め
て

い
き
ま
す
。

買
収
費
用
は
約
4
億
3
0
0
0
万

円
。
財
源
は
「我
孫
子
市
緑
の
基
金
」

か
ら
1
億
1
0
0
0
万
円
を
取
り
崩

し
、
残
り
の
3
億
2
0
0
0
万
円
は

市
債
を
充
て
ま
す
。
こ
の
う
ち
2
億

円
分
は
、
「ミ
ニ
市
場
公
募
債
」
(
下

段
参
照
)
を
発
行
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す。自
然
観
察
の
森
も
オ
ー
プ
ン

.綿Is
ド.、f31，Ml

hfjFKれやI
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自
然
観
察
の
森
ゾ

1
ン
の
西
側

1
・1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
地
は
、「
古

利
根
公
園
」
自
然
観
察
の
森
と
し
て

す
で
に
市
民
開
放
し
て
い
ま
す
。
こ

の
森
で
は
、
市
で
公
募
し
た
み
ど
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
散
策
路
の
整

備
や
下
草
刈
り
、
枯
木
の
伐
採
な
ど

の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

日
月
に
は
東
側
約
1
・

8
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
緑
地
は
、
平
成
8
年
と

叩
年
に
、
市
が
緑
の
基
金
を
活
用
し

て
取
得
し
た
も
の
で
す
。

圃

公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

古
利
根
沼
の
保
全
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
才
オ
バ
ジ
盗
、翌
年
一岡田国
一里一

古
利
根
沼
の
取
得
費
用
に
充
て

る

「
オ
オ
パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民
債
」

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
内
の
法

人
・
団
体
な
ど
を
対
象
に
市
が
発

行
す
る
住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公

募
債
で
す
。

こ
れ
は
資
金
の
使
い
手
明
ら

か
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
自
治
体

の
新
た
な
資
金
調
達
手
段
と
し
て

全
国

ωの
市
町
で
発
行
さ
れ
て
い

ま
す。応

募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

叩
月
1
日
号
の

「広
報
あ
ぴ
こ
」、

「
我
孫
子
市
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

発
行
額

2
億
円

発
行
日

平
成
時
年
日
月
沼
田

申
込
期
間
凶
年
叩
月
1
日
か
ら

叩
月
ロ
日
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

償
還
条
件

5
年
満
期
一
括
償
還

購
入
額
叩
万
円
か
ら
叩
万
円
単

位
で
1
0
0
万
円
ま
で

購
入
対
象
者
初
歳
以
上
の
個
人
、

市
内
に
活
動
拠
点
の
あ
る
法
人
や

団
体

取
扱
金
融
機
関

千
葉
銀
行
我
孫

子
・
天
王
台

・
湖
北

・
印
西
支
庖

説
明
会
叩
月
2
日
出
午
前
日
時

:・
市
民
プ
ラ
ザ
、
午
後
3
時
・:
湖

北
地
区
公
民
館
、
日
月
3
日
側
午

前
日
時
:・
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

利
率

年
0
・
5
%
程
度

(
8
月

末
時
点
で
の
試
算
)

※
正
式
な
利
率
は
、
9
月
時
点
で

の
利
率
水
準
で
決
定
し
、
日
月
1

日
号
の

「広
報
あ
ぴ
こ」

で
発
表

し
ま
す。

※
利
率
の
決
定
は
、
市
民
償
金
体

の
発
行
経
費
(
利
息
や
手
数
料
な

ど
の
合
計
)
が
市
の
他
の
地
方
債

(
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
)
の
経

費
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
満
期
な
ど
が
同

条
件
の
国
債
等
の
利
率
を
下
回
る

場
合
が
あ
り
ま
す。

圃

財

政
担
当

・
内
線
2
2
3

古利根沼周辺整備構想

市の，1オオパン

人 - ち宇
品なか昼主

五五む緑つつをしら鳥 -
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高
野
山
地
区
の
用
途
地
域
を
変
更

素
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を
実
施

-ー-
高
野
山
地
区
の
用
途
地
域
変
更
に

つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、
素
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を

行
い
ま
す
。

公
聴
会
で
公
述
(
公
聴
会
で
意
見

を
述
べ
る
こ
と
)
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

。
素
案
の
縦
覧

期
間

9
月
比
日

ωか
ら
お
日

ω午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
(
県
庁
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)

場
所
市
役
所
都
市
計
画
課
、
県
庁

都
市
計
画
課

。
公
聴
会

日

時

叩
月
日
日
出
午
後
2
時
か
ら

場
所
市
役
所
分
館
大
会
議
室

公
述
で
き
る
方

市
内
に
住
所
の
あ

t1 怠

ス
い

画
に

↓日
昨
グ

仲
，
ノ
、

-
-
-
-
E
/

仰

せ

弘
司
、
，

町
川

d
l

イ
を

捌
柑
総
テ
加

悦
腕
祉
二
琴

引

意

・2

目、、、こ

t
'
d
」
居
咽

除
て

1
ン

鮎川

健
ウ

福
に

保
タ

市
で
は
、
第
3
次
保
健
福
祉
総
合

計
画
を
平
成
時
年
度
末
ま
で
に
策
定

し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
提
案
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
保

健
福
祉
総
合
計
画
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
下
表
参
照

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

※
資
料
は
、
事
前
に
お
読
み
い
た
だ

第 1125号

る
方
(
法
人
を
含
む
)

公
述
の
申
し
出

千
葉
県
知
事
あ
て

の
公
述
申
出
書
(
市
役
所
都
市
計
画

課
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

意
見
の
要
旨

(
8
0
0
字
以
内
)
を

添
付
の
、
?
ぇ
、

9
月
沼
田
消
印
有
効

で
〒
2
7
0
1
1
1
9
2
市
役
所
都

市
計
画
課
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送

ま
た
は
持
参

※
公
述
の
申
し
出
が
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
(
公
述
し
て
い
た

だ
く
方
に
は
、
通
知
し
ま
す
)
。

※
公
述
さ
れ
た
意
見
の
要
旨
と
そ
の

意
見
に
対
す
る
県
の
考
え
方
は
、
千

葉
県
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
(
開
催

け
る
よ
う
福
祉
総
合
相
談
室
(
市
役

所
西
別
館
2
階
)
、
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

圃

福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
4
7

6
 地区 日時 場所

天王台 10月2日出 10時'"11時30分天王台北近隣センター

湖北台 2日出 13時30分'"15時湖北台近隣センター

湖 北 3日(同 10時'"11時30分新木近隣センター

布 佐 3日(同 13時30分'"15時布佐南近隣センター

我嘉子北 16日出 10時'"11時30分根戸福祉センター

我府南 16日出 13時30分'"15時手賀沼親水広場・I水の館j

の
有
無
は
、
日
月
日
日
号
広
報
あ
ぴ

こ
に
掲
載
)
。

傍
聴

当
日
直
接
会
場
へ
(
先
着
順
)

※
満
員
の
場
合
は
入
場
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

圃

市
役
所
都
市
計
画
課
宮
7
1
8

5
・
1
5
2
9
、
県
庁
都
市
計
画
課

宮

0
4
3
・
2
2
3
・
3
1
6
1

地
区
計
画
等
の

原
案
も
縦
覧

縦
覧
期
間

9
月
比
日

ωか
ら
お
日

ω午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

縦
覧
場
所
市
役
所
都
市
計
画
課

※
地
区
計
画
区
域
の
土
地
所
有
者
と

そ
の
土
地
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

は
、
地
区
計
画
等
の
原
案
に
つ
い
て

日
月
5
日

ωま
で
に
意
見
書
(
都
市

計
画
課
に
用
意
)
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

圃

都
市
計
画
課
宮
7
1
8
5
・
1

Fb
つ臼
Q
d

横断の老いの手助けるみんなの手

秋の全国交通
安全運動

9
月
幻
日

ωか
ら
初
日
制
ま
で
の

叩
日
間
、
秋
の
全
図
表
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交

オ
ー
ト
バ
イ
の
廃
棄
は

-
n
v

「
廃
棄
ニ
由
鞠
草
取
扱

-E

へ/。

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
が
製
造
業
者

等
に
よ
る
自
主
的
取
り
組
み
と
し
て

叩
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
廃

棄
の
受
け
付
け
は
、

「
廃
棄
二
輪

車
取
扱
庖
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
オ

ー
ト
バ
イ
の
収
集
と
持
ち
込
み
に

よ
る
受
け
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

廃
棄
二
輪
車
取
扱
庖
下
表
参
照

対
象

廃
棄
す
る
二
輪
車
(
オ
ー

ト
バ
イ
)
〈
サ
イ
ド
カ
ー
の
側
車
、

パ
ギ

1
車
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
1
ド、

ミ
ニ
カ
ー
は
含
み
ま
せ
ん
〉

料
金

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
各
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
廃
棄

二
輪
車
取
扱
庖
へ

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

8
7
1
8

7
・
0
0
1
5

ル 取撮唐名 所在地 電話番号

雲光石モーター商会 東我嘉子2-34-167182・5504

三小池輸業商会 寿1・17・2 7182・0044

輪我孫子二輪 我孫子388-3 7181-8198 
要岩内モーターサイクル 青山845 7184・7950

2S暢我孫子モータース 湖北台9・7・7 7188-0774 

広田島自転車 布佐2412 7189・2792

バイクショップ・モリ 寿2・25・24 7184・4050

サイクルショップのーむら湖北台3・3・7 7187・3399

通
ル
l
ル
を
守
り
、
譲
り
合
い
の
気

持
ち
で
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
、
っ
。

重
点
目
標

。
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
転
者
は
、
高
齢
者
の
道
路
横
断

に
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
思
い

や
り
を
も
っ
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
運
転
す
る
場
合
は
、
自

己
の
運
動
・
運
転
能
力
を
正
し
く
認

識
し
、
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進

秋
は
日
没
が
早
ま
り
ま
す
。
自
動

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯

し
、
自
転
車
の
夜
間
走
行
は
必
ず
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

。
シ
I
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
を
確
認
し
て
か
ら
エ
ン

ジ
ン
を
始
動
す
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま

当特例措置

限が間近で

9月30日までに手続きを!

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
時
年
4
月
1
日
か
ら
児
童
手
当
支

給
対
象
年
齢
が

「小
学
校
入
学
前
ま

で
」
か
ら

「小
学
校
3
年
終
了
前
ま

で
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
伴
、
つ
請
求
手
続
き
を
、

し
ょ
、
っ
。

違
法
駐
車
の
追
放

違
法
駐
車
は
、
道
路
を
狭
め
て
円

滑
な
交
通
の
流
れ
や
緊
急
車
両
の
通

行
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、
死
角
に
な

る
こ
と
か
ら
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
違
法
駐
車
を
な
く

し
ま
し
ょ
、
っ
。

高
齢
者
交
遁
安
全
大
会

日
時

9
月
訂
日
開
午
前
日
時
か
ら

日
時
初
分
(
雨
天
実
施
)

場
所
我
孫
子
自
動
車
教
習
所

内
容

歩
行
時
や
自
動
車
運
転
時
の

注
意
点
な
ど
を
教
習
所
の
コ

1
ス
を

利
用
し
て
学
ぶ
参
加
型
交
通
安
全
教

室参

加

費

無
料

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃

市
役
所
交
通
整
備
課
・
内
線
3

3
0
、
我
孫
子
普
察
署
宮
7
1
8
2

.
0
1
1
0
 

特
例
措
置
期
間
の
9
月
初
日
ま
で
に

済
ま
せ
た
場
合
に
限
り
、

4
月
1
日

(
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
)

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
で
ま
だ
申
請
し
て
い

な
い
方
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
新
1
年
生
に
な
っ
た
児
童

で
、
今
年
3
月
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、
手
続

き
は
不
要
で
す
(
引
き
続
き
支
給
さ

れ
ま
す
)
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
手
続
き
は
、

6
月
に
行
っ
た

現
況
届
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所

保
育
課
(
市
役
所
西
別

館
2
階
)
、
各
支
所
・
行
政
逮
絡
所

※
郵
送
の
場
合
「
申
請
日
」
は
保
育

課
へ
届
い
た
日
に
な
り
ま
す
の
で
、

余
裕
を
持
っ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

保

育
課
・
内
線
3
4
7

国道16号「千葉柏道路Jの計画づくりは、“協議会での話し合い'と

“住民と協議会のコミュニケーション活動"を基本に進められています。

3月29日に開催された第 13回千葉相道路協議会以降、作業部会を

4回開催し、検討を進めてきました。

今回の協議会では、その検討結果が報告されます。

日時・蝿所 9月29日附午後6時から8時、柏市中央公民館

内容 評価項目・指標の検討(作業部会報告)など

対象・定員野田市柏市・我孫子市・沼南町に在住の20歳以上の方、

50人程度(希望者多数の場合は抽選)

申し込み 「千葉柏道路協議会からのお知らせJ(9月5日の新聞に折

り込み)に添付の応募はがき(都市計画課にも用意)に必要事項を記

入し、 9月17日消印有効で国土突通省千葉国道事務所ヘ郵送

園 都市計画課 ・内線577

V受診日・会場
月日 会場

10月1日幽並木小学校(並木門)

4日(月)市民会館
5日附布佐市民センター本館

6日附保健センター

7日開我孫子第四小学技

8日幽根戸小学技(西門)

12日附布佐南小学技

13日附保健センター

14日開湖北地区公民館

15日幽根戸近隣センター

18日(月)市民会館

20日附天王台北近隣センター

22日幽保健センター

胸部エックス線検査による結核・肺がん検診を実施しま

す。 40歳以上の喫煙者を対象にかく震検査も行います。

受診日・会蝿右表参照

受付時間午前9時30分から11時30分、午後1時から3閏

対象 市内在住で学校や職場で受診する機会のない 16歳
以上の方(病院などで治療中または検査中の方、妊娠中あ

るいはその可能性のある方は対象外)

受診方法 受診券(過去3年間にこの検診を受診した方と、
転入などで新たに対象となった方に送付)を持参し、直接

会場ヘ(受診券が送付されていない方も受診できます)

費用 胸部エックス線検査…無料、かく探検査(希望者)

…500円

園保健センターo7187-1131 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あびこ楽校jの事業です。
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ミネハハハートフルコンサート
110月30I日開催

~ -.. ti 

我
孫
子
市
で
、
毎
年
秋
に
開
催
さ

れ
る
日
本
最
大
規
模
の
烏
の
祭
典

「ジ
ャ
パ
ン
・
パ

1
ド
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

(
J
B
F
)
」
。
今
年
は
、

日
月
6
日
・

7
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
1
週
間
前
に
、

プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「ミ
ネ
ハ

ハ

ハ

l
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

ミ
ネ
ハ
ハ
は
、
ネ
イ
チ
ャ
1
シ
ン

ガ
ー
と
し
て
自
然
と
心
を
歌
い
、
多

臼
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
始
上
見
学
会

湖
面
か
ら
手
賀
沼
を
、
我
孫
子
を
眺
め
よ
う

日
月
は
、

手
賀
沼
浄
化

月
間
で
す
。

こ
の
機
会
に

手
賀
沼
を
船

で
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

手
賀
沼
の

湖
面
か
ら
眺

め
る
景
色
は
、

ま
た
格
別
の

趣
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤

め
の
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日

時

日
月
げ
日
側
午
前
日
時
、
日

時
、
午
後
1
時
却
分
、

2
時
却
分
の

4
回
(
雨
天
実
施
、
荒
天
中
止
)

集
合
場
所
手
賀
沼
公
圏
内
ポ
l
ト

乗
り
場

乗
船
時
間

約
加
分

参
加
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

{
Z
貰
応
募
者
全
員
が
乗
船
可

参
加
費
無
料

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
の

乗
船
時
刻
(
第
1
・
第

2
希
望
)
、

返
信
面
に
あ
て
先
(
裏
面
は
未
記
入
)

を
明
記
し
、

9
月
初
日
必
着
で
〒
2

7
O
I
l
l
9
2
市
役
所
手
賀
沼
課

(
住
所
省
略
可
)
へ

※
家
族
や
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
全

員
の
氏
名
・
年
齢
、
代
表
者
の
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
希
望
の

乗
船
時
刻
に
乗
船
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
2

く
の
人
々
に
勇
気
と
感
動
と
優
し
さ

を
与
え
て
き
ま
し
た
。

3
0
0
0曲

以
上
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
も
歌

い
、
そ
の
歌
声
を
一
度
は
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
半
に
は
日
本
パ

1
ド
カ
1
ピ
ン
グ
協
会
会
長
で
自
然

保
護
に
積
極
的
に
取
り
組
む
内
山
春

雄
さ
ん
の
お
話
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
あ
り
ま
す
。

ミ
ネ
ハ
ハ
の
、
心
に
響
く
コ
ン
サ

ー
ト
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

日

時

日
月
初
日
出
午
後
1
時
開
請

場
所
市
民
会
館

入
場
料

1
0
0
0
円

入
場
券
販
売
所

市
民
会
館
内
売
庖

ひ
ろ
が
り
、
烏
の
博
物
館

※
郵
送
で
の
販
売
を
希
望
す
る
方
は
、

電
話
で
牛
尾
宮
7
1
8
8
・
7
9
0

9
へ。

圃

J
B
F事
務
局
(
市
役
所
企
画

調
整
担
当
内
)
・
内
線
2
7
3

鰍?I~を開催“おぴ，1"
「あびこ工コ農産物j即売会

9月26日(日)、アビスタ前広場で

「あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産
物
」
定
期
即

売
会
は
毎
月
第
2
・
第
4
日
曜
日
に

ア
ピ
ス
タ
前
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

9
月
お
日
に
行
わ
れ
る
即
売

会
は

「新
米
フ
ェ
ア
」。
あ
ぴ
こ
エ

N
P
O
が
主
体
と
な
っ
て
新
だ
な
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
活
動
元
気
づ
く
り
事
業
が
ス
タ
ー
ト

「
N
P
O
立
県
千
葉
」
の
実
現
に

向
け
て
策
定
さ
れ
た

「千
葉
県
N
P

O
活
動
推
進
指
針
」
に
基
づ
い
て
実

施
す
る
「
N
P
O
主
体
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
千
葉
県
か
ら
委

託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
N
P
O
(市
民
活
動
団

体
)
が
自
主
的
に
活
動
を
進
め
て
い

く
上
で
の
課
題
や
、
他
国
体
・
行
政

・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
ど
う
築
く

か
な
ど
を
、
他
の
N
P
O
、
県
、
市

が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
市
民
活
動
元
気
づ
く

り
事
業
は

「
ス
ピ
ー
ド
ボ

l
ル
を
楽

し
む
会
」
(
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
へ
の
ス
ピ
ー
ド
ボ
l
ル
の
普
及
)
、

「我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会
」
(
地
域
住

コ
農
産
物
の
認
証
を
受
け
た
「新
米
」

が
登
場
し
ま
す
。

新
米
試
食
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
お
日
制
午
前

9
時
か
ら

午
後
0
時
却
分
こ
ろ
ま
で
(
売
切
れ

次
第
終
了
)

場
所
ア
ピ
ス
タ
前
広
場
(
小
雨
実

施
)

即
売
品
目

お
米
、
句
の
野
菜
各
種
、

卵
、
切
花
、
漬
物
な
ど

イ
ベ
ン
ト
*
新
米
試
食
会
:
・
お
米

農
家
5
軒
が
提
供
す
る
新
米
の
食
べ

比
べ
。

*
お
楽
し
み
抽
選
会
:
・
7

0
0
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
ま
た

は
あ
ぴ
こ
型
「
地
産
地
消
」
推
進
協

議
会
に
入
会
さ
れ
た
方
は
、
新
米
5

い
喝
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加
で

き
ま
す
。

主
催
あ
ぴ
こ
型
「
地
産
地
消
」
推

進
協
議
会
、
我
孫
子
市

圃

農
政
課
・
内
線
5
1
3

民
と
つ
く
る
商
庖
街
の
活
性
化
)
、

「あ
ぴ
こ
オ
リ
ン
ダ
の
会
」
(
我
孫
子

の
特
産
品
を
創
出
し
、
地
産
地
消
で

商
庖
街
の
活
性
化
を
図
る
)
、

「我
孫

子
の
景
観
を
育
て
る
会
」
(
我
孫
子

の
隠
れ
た
景
観
資
産
を
「
臨
時
開
放
』

に
よ
り
活
用
し
て
い
く
活
動
)
、

「特

定
非
営
利
活
動
法
人
テ
ラ
ス
あ
ぴ

こ
」
(
白
樺
派
文
学
と
そ
の
時
代
イ

メ
ー
ジ
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
商
庖

街
づ
く
り
)
の
5
団
体
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
市
民
活
動
元
気
づ
く
り
事
業
4

E
夫
施
団
体
か
ら
の
お
知
ら
芦
』

シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
習
会
(
我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会
)

食
の
安
心
、
安
全
を
心
が
け
な
が

ら
楽
し
い
食
事
に
す
る
た
め
、
食
卓

を
飾
る
お
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

9
月
M
日
働
午
後
3

時
却
分
か
ら
5
時
、
ア
ピ
ス
タ

参
加
費

2
0
0
0
円
(
教
材
費
含

む
)

定
員
先
着
目
人

申
し
込
み
・
圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
会
・
中
島
宮
間
7
1
8
2

・
9
3
2
3

ス
ピ
ー
ド
ボ
l
ル
の
実
技
と
試
打
会

(
ス
ピ
ー
ド
ボ
l
ル
を
楽
し
む
会
)

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害
の
あ

る
方
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス

ピ
ー
ド
ボ
l
ル
の
実
技
と
試
打
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

9
月
却
日
制
午
後
1

時
か
ら
5
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ

ー
(
参
加
無
料
)

申
し
込

み

不

要

圃

同
会
・
伊
豆
野
宮
7
1
8
2
・

F
b
q
U
F
O
つ-

ミ
=
コ
ン
サ
ー
ト

我
孫
子
市
を
本
拠
に
新
し
く
誕
生

し
た
室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
烏
の
博
物
館
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

9
月
四
日
出
午
後
1
時
開
演

※
当
日
、
正
午
か
ら
午
後
2
時
ま
で

3
階
展
示
室
へ
の
入
場
規
制
あ
り
。

場
所
烏
の
博
物
館

(
3
階
世
界
の

鳥
コ
ー
ナ
ー
)

出
演

谷
口
哲
朗
さ
ん
(
バ
イ
オ
リ

ン
・
東
京
都
交
響
楽
団
首
席
奏
者
)
、

田
中
雅
子
さ
ん
(
バ
イ
オ
リ
ン
・
東

京
都
交
響
楽
団
)
、
中
山
良
夫
さ
ん

(
ピ
オ
ラ
・
東
京
都
交
響
楽
団
)
、
田

中
雅
弘
さ
ん
(
チ
ェ
ロ
・
東
京
都
交

響
楽
団
首
席
奏
者
)
、
湯
川
和
雄
さ

ん
(
フ
ル
ー
ト
・
元
東
京
都
交
響
楽

団
首
席
奏
者
/
元
東
京
芸
大
室
内
学

目
鳳
と
室
内
g
m
H

科
講
師
)
、
平
野
智
美
さ
ん
(
チ
ェ

ン
バ
ロ
・
第
日
回
古
楽
コ
ン
ク
ー
ル

チ
ェ
ン
バ
ロ
部
門
最
高
位
)

曲
目

弦
楽
四
重
奏
曲

「烏
」
第
一

楽
章
(
ハ
イ
ド
ン
)
、
「愛
の
脇
島
(
ク
ー

プ
ラ
ン
)
、
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲

「
五

色
ひ
わ
」
(
ピ
パ
ル
デ
イ
)

入
場
料

無
料
(
た
だ
し
烏
の
博
物

館
入
館
料
が
必
要
で
す
。
一
般
3
0

0
円
、
高
校
・
大
学
生
2
0
0
円、

小
・
中
学
生
1
0
0
円
)

整
理
券

当
日
ロ
時
か
ら
会
場
で
入

場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
(
当
日
先

着
白
人
ま
で
)
。
立
ち
見
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。

主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

成却させよ;-~2005 干葉きらめき総体』あびこ自然探検隊 一与野
バッタと遊ぼう!紋の虫観察会

回

高校生最大のスポーツの祭典「インターハイ(高等学校総合体育大会)Jが来

年8月、千葉県で開催され、県内各地で28競技が行われます。
我孫子市では、なぎなた競技力潤催されます。市民体育館に全国各地から選手

監督・役員・観客を含め約4.000人を迎える予定です。

現在、大会の成功に向けて準情を進めています。皆さんのご支援・ご協力をお

願いします。

第57回千葉県民体育大会なぎなた競技を開催
インターハイに先立ち、県民体育大会のなぎなた競技が9月26日(日)市民体育

館で開催されます。なぎなた競技を知る絶好の機会です。入場料も無料ですので、

ぜひご来場ください。

園高枕総体実行委員会事務局(市民体育館内)o 7187・7555

秋の草原や田んぽはコオロギやバッタの天

国。どんな種類が見つかるか、手賀沼遊歩道

や親水広場周辺をみんなで探します。

この虫たち、実は渡りをひかえたアマサギ

やチュウサギの絶好の餌になります。生き物

同士のつながりを考えながら、じっくり観察

しましょう。

日時・場所 9月23日制午前 10時鳥制導物館駐車場集合、正午解散予定(雨天中止)

定員先着20人
参加費無料

申し込み・固電話で鳥の博物館O7185・2212ヘ

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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G貧
弱
包〉

B 
Q 

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

回

目

月
mm
日
働
9
時
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館

種

1
チ
1
ム
5
人
以
上
の
団
体
戦

(1
単
2
複
)

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
市
内
ク
ラ

ブ
員
で
閉
在
は

ω歳
以
上
の
方

費

1
チ
1
ム
3
0
0
0
円

申

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
l
ム
名
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

目

印

月
口
日
制
・
白
日
制
・
日
月

を
明
記
し
、
叩
月
5
日
必
着
で
〒

2

U

日
冊
目
時
S
M時
(
全
3
回
)

7
o
l
-
-
6
4
つ
く
し
野
1
の

辺

所

テ

ラ

ス

あ

ぴ

こ

(

白

山

1
の
1

の
初
瀬
川
純
子

日
・
所

9
月
四
日
岡
山
時
5
日

時

の

訂

原

ピ

ル

3
階
)

圃

瀬
川
宮
7
1
8
2
・
9
7
0
8

却
分
、
手
賀
沼
公
園

(
参
加
無
料
)

内

傾
聴
を
中
心
と
し
た
カ
ウ
ン
セ

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

市

民

大

会

内

季
節
の
戸
外
遊
び
、
ダ
ン
ポ

l

w

J

グ
基
礎
技
法
の
習
得

講

師

:・

(

ダ

ブ

ル

ス

)

ル

遊

び

、

喫

茶

ほ

か

(

雨

天

中

止

)

利

郎

忠

士

さ

ん

(

産

業

カ

ウ

ン

セ

ラ

回

目

月
M
日
制
9
時
開
会
(
雨
天

対

O
歳
児
S
未
就
学
児
と
保
護
者

1
)

の
場
合
は
日
月
お
日
に
延
期
)

持

お
子
さ
ん
の
飲
み
物

対

先
着
ロ
人

所

市

民

体

育

館

庭

球

場

※

動

き

や

す

い

服

装

で

ご

参

加

を

。

費

9
4
5
0
円

(
3
回
分
)

種

一

般

男
子
、
一
般
女
子
、
シ
ニ
圃
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4

申
・
圃

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
か
E

ア
男
子
必
歳
以
上
、
シ
ニ
ア
男
子

ω
・
1
5
3
9

メ
1
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

歳
以
上
、
シ
ニ
ア
女
子
必
歳
以
上

プ
レ
企
画
「
わ
い
わ
い
・
が
や
が
や
・
:

メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
(
あ
る
方
)
を
明

費

1
チ
1
ム
1
0
0
0
円

み
ん
な
の
未
来
、
し
ゃ
べ
り
場
」

記
し
、
〒
2
6
0
1
0
0
3
1
千
葉

日
・
所

9
月
初
日
同
日
時
初
分
5

申

ハ
ガ
キ
に
種
目
、

2
人
の
住
所

日
・
所
日
月
3
日

冊

目

時

ー

ザ

即

時

、

市

中

央

区

新

千

葉

3
の
2
の
1
新
千

日

時

却

分

、

保

健

セ

ン

タ

ー

・

氏

名

・

年

齢

・

電

話

番

号

を

明

記

手

賀

沼

親

水

広

場

「

水

の

館

」

葉

ブ

ラ

ザ

ー

0
3
倒
産
業
カ
ウ
ン
セ

内

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
に
し
、

9
月
お
日
必
着
で
〒
2
7
0
l

内

世

代

別

グ

ル

ー

プ

ご

と

の

自

由

ラ

l
協
会
千
葉
事
務
所
間
0
4
3
・

つ
い
て
の
情
報
交
換

1
1
5
1本
町
3
の
4
の
8
の
5
0

討
議
(
討
議
結
巣
は
、
県
が
策
定
す

2
0
4
・
8
7
8
0
E
メ
1
ル
の
中

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

1
鈴

木

等

る

「次
世
代
育
成
支
援
ア
ク
シ
ョ
ン

n
y
F
ω
@
S
E
m
o
-
-
ω
F
O円
-V

家
族

圃

鈴
木
宮
7
1
6
9
・
2
0
1
1

プ
ラ
ン
」
に
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ

宮
0
4
3
・
2
0
4
・
8
7
1
0

日
・
:
日
時
、

所
・
:
場
所
、

内
・
:
内
容
、

種
・
:
種
目
、

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者
、

対
・
:
対
象
・
{
答
員
、

持
・
:
持
参
、

-R・
:
費
用
、

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)
、

間
・
:
問
い
合
わ
せ
、

主
・
:
主
催
・
共
催

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

第
m
O
回
即
売
バ
ザ
ー

-司・-
日

9
月
お
日
回
目
時
S
M時
(
品

物
が
な
く
な
り
次
第
随
時
間
庖
)

所

市
民
会
館

圃

同
パ
ザ
1
実
行
委
員
会
事
務
局

(
社
会
福
祉
協
議
会
内
)

宮
7
1
8

4
・
1
5
3
9

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
檎
会

秋

の

バ

ザ

l

日
・
所
日
月
M
日
岡
山
時

i
u時

泊
分
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
叩

月
3
日
の
予
定
を
M
日
に
変
更
)

※
出
庖
者
を
9
月
日
日
か
ら
天
王
台

北
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
(
出

庖
料
3
0
0
円
・
先
着
お
庖
)

圃

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
8
2
・
9
9
8
8

.. 
" 怠

庭
先
(
ガ
レ
ー
ジ
)
セ
l
ル

日
・
所

①
9
月
包
日
ω四
日
時
却
分

i
m時
・
お
日
出
9
時

i
u時
、
ほ

て
い
堂
(
白
山
1
の
6
の
1
)

②

叩
月
2
日
同
日
時

1
日
時
、
つ
く
し

野
1
号
公
園
近
く
(
斜
面
の
坂
の
上
)

※
雨
天
時
①
は
実
施
②
は
翌
日
開
催
。

圃

我
孫
子
市
消
費
者
の
会
・
栗
原

告
7
1
8
4
・
5
4
8
0
、
上
原
告

1
8
6
・
7
1
8
2
・
5
1
4
6

シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
同
好
会
展

第 1125号

日
・
所

9
月
比
白
川

wsm日
細
目

時
i
m時
、
相
そ
ご
う
8
階
逮
絡
通

路
催
墓
場
(
初
日
は
日
即
時
ま
で
)

圃

新
井
宮
7
1
8
4
・
1
0
8
6

大
正
琴
「
琴
友
会
」
発
表
会

日
・
所

9
月
お
日
制
日
時
日
分
間

演
、
湖
北
地
区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

内

回

教
室
の
共
演
と
合
奏
(
新
旧

の
歌
、
民
謡
、
童
謡
ほ
か
)

圃

背
山
宮
7
1
8
7
・
1
0
5
0

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

回

一
日
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

日

目

月
6
日
制
日
時

1
日
時
加
分

所

ア
ピ
ス
タ

内

自
動
車
の
仕
組
み
、
故
障
時
の

対
応
ほ
か
(
学
科
と
実
習
)

対

市
内
在
住
で
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
の
方
、
必
人
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

※
前
回
受
講
し
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

費
無
料
(
駐
車
場
は
有
料
)

※
昼
食
は
公
民
館
が
用
意
し
ま
す
。

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
辺
日
必
着
で
〒
2
7
O
l
l
l

4
7
若
松
山
却
の
4
我
孫
子
地
区
公
民

骨
回

告
μ圃

我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

1 圃費

2 グト 1 

妻b
嚢円
宮 お

1蒸
8 ~ 

5 

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

回

目

月
白
日
制
・
日
月
7
日
制

所

市
民
体
育
館

対

男
子
初
チ
1
ム
、
女
子
ロ
チ
ー

ム
程
度
(
合
計
担
チ
l
ム
を
先
着
順

で
受
け
付
け
)

費

1
チ
l
ム
3
0
0
0
円

申

申
込
用
紙
(
市
民
体
育
館
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
日
月

2
固
ま
で
に
市
民
体
育
館
窓
口
の
臨

時
専
用
ポ
ス
ト
に
投
か
ん

圃

吉
田
宮
7
1
8
8
・
3
1
8
2

市
内
チ
l
ム
卓
球
大
会

市
民
剣
道
大
会
(個
人
戦
)

日

目

月
日
日
鯛
9
時
開
会

所

市
民
体
育
館

種
小
学
生
低
学
年
、
小
学
生
高
学

年
、
中
学
生
男
子
、
中
学
生
女
子
、

高
校
生
男
子
、
高
校
生
女
子
、
一
般

三
段
ま
で
、
一
般
四
段
以
上

費
小
・
中
学
生
3
0
0
円
、
高
校

生
以
上
5
0
0
円

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

段
位
を
明
記
し
、

9
月
初
日
必
着
で

〒
2
7
o
l
l
l
6
4
つ
く
し
野
1

の
7
の
時
藤
盛
轍
和

圃

藤
盛
宮
7
1
8
3
・
0
6
9
8

斜
面
林
の
下
草
刈
り

日
月
1
日
働
・

2
日
出
、
日
月

5
日
働
・

6
日
出
、
ロ
月

3
日
働
・

4
日
出
9
時

i
m時
却
分

所

寿
2
丁
目
の
公
園
予
定
地
2
カ

所
(
雨
天
中
止
)

持

軍
手
、
飲
み
物
ほ
か

※
作
業
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
。

※
用
具
は
主
催
者
側
で
用
意
。

申
・
圃

電
話
で
景
観
形
成
市
民
会

議
・
佐
多
宮
7
1
8
3
・
0
7
4
9

日
<-

つ

こ
ひ
ろ
ば

る
た
め
に
日
月
開
催
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
討
議
資
料
に
し
ま
す
)

対

県
北
西
部
に
在
住
・
在
学
の
方
、

行
政
・
学
校
関
係
者
・
研
究
者
、
当

日
先
着
回
人
程
度

※
託
児
あ
り
(
要
予
約
)
。

費

無

料

(
託
児
は
5
0
0
円
)

圃

葛
北
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実

行
委
員
会
事
務
局
(
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ

内
)
宮
7
1
8
3
・
8
8
6
6

お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

日
・
所

9
月
却
日
制
9
時
却
分

5

日
時
初
分
、
ア
ピ
ス
タ

内

グ
ッ
ド
ト
イ
で
の
自
由
遊
び

※
希
望
者
に
ベ
ピ
1
マ
ッ
サ
ー
ジ
講

習
あ
り

(
2歳
未
満
)
。

対

未
就
園
児
と
母
親

費

3
0
0
円
(
講
習
受
講
者
は
5

0
0
円
)

持

タ
オ
ル
(
講
習
受
講
者
)

圃

「

ふ
ぉ

i
の
・
ヴ
ォ

i
ノ
」・

猪

股
宮
7
1
8
1
・
5
2
6
0
(午
前
)

乳

幼

児

を

も

っ

お
母
さ
ん
の
勉
強
会

日
・
所

9
月
辺
日
制
日
時
i
U時

却
分
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

ス
ラ
イ
ド
上
映
、
簡
単
な
お
や

つ
の
作
り
方
(
試
食
あ
り
)

対

乳
幼
児
の
母
親
、
先
着
却
人

費

2
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
庭
野

宮
町

7
1
8
5
・
3
5
1
7

人
々
が
集
う
空
間
「
一
粒
の
費
」

河
田
珪
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日

9
月
沼
田
回
目
時
加
分
5
日
時

却
分

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

シ
ニ
ア
世
代
と
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
、
新
潟
県
内
7
0
0

カ
所
以
上
に
広
が
っ
た

「地
域
の
茶

の
間
」
の
創
設
者
で
あ
る
河
田
珪
子

さ
ん
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

費

3
0
0
円
(
前
売
り
あ
り
)

圃

一

粒
の
麦
・
木
田
宮
7
1
8
7

.戸。っ-っ
-
q
u

我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会

手

賀

沼

短

歌

学

習

会

目

印

月
3
日
側
U
時
i
M時

所

ア
ビ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

「
手
賀
沼
短
歌
」
作
品
募
集
に

あ
た
り
、
初
め
て
短
歌
を
つ
く
る
方

の
た
め
の
短
歌
づ
く
り
の
解
説
講

師
:・
一
一
一
谷
和
夫
さ
ん
(
新
ア
ラ
ラ
ギ

会
員
、
手
賀
沼
短
歌
会
代
表
)
ほ
か

対

当
日
先
着
加
入

圃

三
谷
宮
7
1
8
3
・
1
0
7
7

川
村
英
文
学
会
特
別
講
演
会

メ

デ

ィ

ア

と

世

論

日
・
所
日
月
2
日
回
目
時
却
分
i

M
時
初
分
、
川
村
学
園
女
子
大
学

講
師
越
川
健
一
郎
さ
ん

(
サ
ン
デ

ー
毎
日
編
集
長
)

費

無

料

申
・
圃

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
お
日
消
印
有
効
で
〒
2
7
o
l

-
-
3
8
下
ヶ
戸
1
1
3
3
川
村
学

園
女
子
大
学
川
村
英
文
学
会
事
務
局

間
宮
7
1
8
3
・
7
2
1
2

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
入
門
講
座

側)電力中央研究所「研究所公開Jあびこp.. Gカレッジ早め|こ受けましよう

現幼児IStG擁種 日時 10月2日出午前 10聞から午後4時(雨天実施)
場所側電力中央研究所我孫子地区(入場無料)

内容大切な地下資源「石炭J、体験!2003年十勝沖

地震、浪はともだち!、石をみがこう、スライムをつく

ろう、飛べ!ポクのワタシの紙ヒコーキ、植物と光を学

ぽう、手賀沼学会の設立や地域に向けた活動などについ

ての話 大久保躍さん(中央学院大学学長)、手賀沼

ワース卜1からの脱出!、クイズラリー、模様庖ほか

※来場者に記念品を贈呈します。

※当日は無料送迎パスを我孫子駅北口から運行します。

(午前 10聞から 15分間隔)

※駐車場はありませんので草での来場はご遠慮ください。

固 同研野月公開事務局07182・1181

初心者の方を対象にしたパソコン教室です。受講料入金後6カ月聞は、

アシスタン卜付きのパソコン開放時間を優先的に利用して、受講内容を

繰り返し学習することができます(インターネットの接続は不可)。
場所・受付時間 市民プラザ、午前10聞から午後7時
※詳しくは、市民プラザに用意のパンフレッ卜などをご覧ください。
固市民プラザ07183・2111(毎月第2・3木曜日は休館)

講座名 単元数 受 講 料 対 象
①パソコン入門 3 3，500円 初心者の方
②WORD2002 5 8，000円
③EXCEL 2002 5 8，000円
④インターネット 4 5，500円
⑤文書管理 2 2，500円

※1単元は90分で、受講料はテキスト代と通信料を含みます。
※①②③は再受講券1回分が別に付きます。

文字入力のできる方

結核は昔の病気ではありません。

生まれたばかりの赤ちゃんは結核菌

に対して無防備な状態です。 8CG

を受けておけば自然感染しても発病

の危険は非常に少なくなります。 3

カ月を過ぎたら早めに8CGを受け

ることが大切です。

※詳しくは予防接種ノートをご覧く

ださい。予約制や接種目指定の医療

機関がありますので、必ず事前に確

認してからおでかけください。

国保健センター07187・1131

市のホームページ http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185・1111。 は「あびこ楽校jの事業です。
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か

わ

も

り

ら

み

川

森

来

桃

ち
ゃ
ん

(湖
北
台
・

1
歳
4
カ
月
)

四
人
兄
弟
の
末
っ
予
の
私
は
泣

き
虫
で
甘
え
ん
坊
怠
の
。
あ
兄
ち

ゃ
ん
あ
姉
ち
や
ん
だ
i
い
す
ぎ
り

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

(
初
級
)
養
成
講
習
会

日
①
日
月
幻
自
国

-m日
側
、
ロ

月
4
日
出
・

5
日
制
②
日
月
幻
自

国
・
お
日
側
、
ロ
月
日
日
出
・
ロ
日

側
8
時
却
分

5
口
時
(
全
4
回
)

※
日
程
は
主
催
者
側
が
指
定
。

所
県
脅
少
年
女
性
会
館
(
千
葉
市

稲
毛
区
天
台
)
ほ
か

対

全
日
程
出
席
で
き
る
四
歳
以
上

の
方
、
加
入
(
応
募
多
数
時
は
選
考
)

費

1
万
2
5
0
0
円

(
4
回
分
)

申
・

圃
申
込
用
紙
(
市
役
所
生
活

支
援
課
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
日
月
日
日
必
着
で
〒
2
6
3

1
0
0
1
6
千
葉
市
稲
毛
区
天
台
6

の
5
の
1
千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

.
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
宮
0
4

3
・
2
5
3
・
6
1
1
1
へ
郵
送

... -
ぼ
し
ゅ
う

勤り任 対国=
務)用踊
場期保

所問主 時

貴君 保
以持

竺孟 育
更康
新な
あ方

市
立
保
育
園

士

勤
務
時
間

8
時
初
分
S
U時
日
分

(
土
曜
日
・
時
間
外
勤
務
あ
り
)

賃
金
時
給
9
7
0
円
(
時
間
外
手

当
・
通
勤
手
当
別
委
又
給
)

※
有
給
休
暇
制
度
あ
り
、
社
会
保
険

・
厚
生
年
金
等
加
入
。

申

市
指
定
の
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
資
格
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
保
育
課
へ
直
接

持
参
(
再
存
時
に
面
接
を
実
施
)

圃
保
育
課
・
内
線
3
2
2

み
ど
り
園
臨
時
職
員

(
生
活
支
援
補
助
員
)

任
周
期
間
叩
月
1
日
S
平
成
口
年

3
月
白
日
(
更
新
あ
り
)

募
集
人
数

若
干
名

勤
務
内
容
知
的
障
害
者
の
食
事
介

助
、
生
活
全
般
の
支
援

勤
務
時
間
土
・
日
曜
日
を
含
む
3

交
替
制

(
7
時
S
U時、

U
時
記
分

i
m時
日
分
、
日
即
時
初
分
1
9
時
初

分
)
、
勤
務
割
に
よ
る
週
休
2
日

賃
金
時
給
9
8
0
円
(
夜
勤
は
お

%
増
し
。
通
勤
手
当
別
途
支
給
)

申
・

圃
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、

9
月
初
日
必
着
で
〒
2
7
o

l
l
l
2
1
中
峠
2
3
1
0
み
ど
り

園
宮
7
1
8
7
・
0
5
1
1
へ
郵
送

※
書
類
選
考
後
に
面
接
日
時
を
連
絡
。

伊
藤

た
す
く

翼

空

ち
ゃ
ん

(我
孫
子
・

1
歳
3
カ
月
)

あ
兄
ち
ゃ
ん
あ
姉
ち
ゃ
ん
巴
か

わ
い
が
ら
れ
、
ス
ク
ス
ク
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

郵

便

局

年

末

年

始

ア

ル

バ

イ

ト

期
間
ロ
月
中
旬
S
来
年
1
月
上
旬

勤
務
先
我
孫
子
郵
便
局

内

郵
便
物
の
仕
分
け
、
配
達
ほ
か

※
勤
務
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫

子
郵
便
局
総
務
課
宮
7
1
8
2
・
1

4
3
1
へ
(
平
日
9
時
5
口
時
)
。

産

業

ま

つ

り

企
業
出
底
・

膏
空
市
出
底
者

目

印
月
口
日
冊
目
時
1
日
時
(
雨

天
の
場
合
は
M
日
に
延
期
)

所
湖
北
台
中
央
公
園

対
先
着
鈎
区
画
程
度
(
間
口
約
2

m) 
費

1
区
画
4
0
0
0
円
、
電
気
コ

ン
セ
ン
ト
1
個
2
0
0
0
円

申
・

圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
9
月

2
日
ま
で
に
鈴
木
宮
7
1
8
8
・
2

8
0
6
m
7
1
8
8
・
2
8
4
2

歳
末
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞

台

出

演

者

日

ロ
月
お
日
鯛
ロ
時
5
口
時

所
ア
ピ
イ
ホ
1
ル
(
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
イ
ク
オ
l
レ
3
階
)

対

合
唱
、
演
奏
、
舞
踊
、
寸
劇
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
(
応
募
者
名
薮

の
場
合
は
調
整
)

申
・

圃
電
話
で
叩
月
4
固
ま
で
に

我
孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮

7
1
8
5
・
5
1
1
7
(月
・
水
・

金
昭
日
の
9
時
i
M時
)

絵

画

サ

ー

ク

ル

彩

の

会

会

員

日・

所
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
目

時
i
u時
、
我
孫
子
ピ
レ
ジ
集
会
室

講
師
重
墨
香
さ
ん
(
日
本
美
術
院

dk白ヒ也君事 9月1日現在

.人口 132.754人 (+14人)
[うち外国人鈎1人]

男 66.021人(+4人)
女 66.733人 (+10人)

.世帯 50.ω3世帯 (+55世帯)

※住民基本台帳人口・世帯敬に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。

※( )内は前月との比較。

院
友
)

対

先
着
5
人

費

月

額

2
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
出
野

宮
間

7
1
8
4
・
4
5
4
9

盆

栽

サ

ー

ク

ル

我
孫
子
盆
栽
友
の
会
会
員

日
・
所
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日

日
時
5
日
時
、
ア
ピ
ス
タ

対

先
着
却
人
(
男
女
問
わ
ず
)

費
入
会
金
2
0
0
0
円
、
年
額
1

万
円
(
前
・
後
期
で
分
納
)

申
・
圃
電
話
で
四
家
宮
7
1
8
2

.
2
4
3
9
 

お
し
ら
ぜ

自
転
車
の
無
料
防
犯
登
録

日
・
所

9
月
辺
日
制
日
時
加
分
、

ナ
リ
タ
ヤ
食
菜
館
前
(
布
佐
)

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
。

登
録
台
数

当
日
先
着
1
0
0
台

※
登
録
台
数
に
達
し
次
第
終
了
。

圃
我
孫
子
市
防
犯
協
議
会
宮
7
1

8
4
・
8
1
9
0

増

改

築

な

ど

の

施

工

業

者

を

紹

介

叩
月
1
日
か
ら
増
改
築
等
工
事
施

工
業
者
紹
介
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

住
ま
い
の
増
改
築
や
修
繕
な
ど
で

お
困
り
の
と
き
に
、
我
孫
子
市
住
宅

セ
ン
タ
ー
協
議
会
を
通
じ
て
信
頼
で

き
る
施
工
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

同
協
議
会
は
、
細
千
葉
県
建
築
組

忘れずに納めましaう

項目
納期限
(曜勝目)

国民健康保険税第4期 30日同

介護保険料第4期 30日同

水道料金 27日伺)

下水道強者負担金第2期30日同

合
連
合
会
我
孫
子
支
部
、
制
千
葉
県

建
築
士
事
務
所
協
会
東
潟
支
部
・
我

孫
子
、
細
千
葉
県
建
築
士
会
柏
支
部

・
我
孫
子
、
千
葉
土
建
一
般
労
働
組

合
我
孫
子
支
部
、
首
都
圏
建
設
産
業

ユ
ニ
オ
ン
千
葉
支
部
我
孫
子
分
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
5
3

「
法
の
日
」
全
国
一
斉

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
・
所

叩

月

6
日
制
叩
時
S
U時、

日
時
1
日
時
、
市
役
所
市
民
相
談
室

(
本
庁
舎
2
階
)

圃
鈴
木
事
務
所
宮
7
1
6
4
・
1

9
0
1
 

不

動

産

フ

ェ

ア

お

困

り

ご

と

相

談

日

9
月
お
日
細
目
時
5
日
時

所
柏
駅
東
口
サ
ン
サ
ン
広
場

内

弁
護
士
、
税
理
士
、
不
動
産
鑑

定
士
な
ど
に
よ
る
不
動
産
無
料
相
談

圃
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

東
潟
支
部
宮
7
1
6
3
・
3
1
9
1

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
登
録
更
新

対

日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
げ
年

3
月
白
日
の
方

受
付
期
間

9
月
日
日

i
m月
日
日

※
申
請
書
類
は
受
録
住
所
へ
郵
送
。

圃
下
水
道
課
・
内
線
5
3
8

平
成
時
年
度
後
期
危
険
物

取
扱
者
試
験
・
講
習
会

。
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
・
所
日
月
お
日
側
、
日
本
大
学

生
産
工
学
部
津
田
沼
校
舎

制審週(人島)，.誕生骨a
(我孫子警察署管内 ・8月31日現在)

謀議静(1月-) 手話
8月の死者数 O人
今年の死者数 1人
前年同期比 一3人

8月の負傷者数 68人

話繍t者数 f獄

費

甲

種

:
・5
0
0
0
円
、
乙
種
:
・

3
4
0
0
円
、
丙
種
:
・2
7
0
0
円

。
危
険
物
取
扱
者
受
験
者
講
習
会

日
・
所
叩
月
日
日
樹
、
松
戸
市
民

劇
場

費

3
5
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)

申
・
圃
願
書
(
各
消
防
署
・
分
署

に
用
意
)
に
必
要
事
事
乞
明
記
し
、

9
月
幻
日

i
m月
1
日
に
消
防
本
部

予
防
課
宮
7
1
8
1
・
7
7
0
2
へ

持
参ご

存
じ
で
す
か
?
検
察
審
査
会

「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
」

こ
の
よ
A
J
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
方
の
中
か
ら

「く
じ
」
で
選
ば

れ
た
日
人
の
審
査
員
が
、
検
窪
田
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
適

否
を
審
査
し
ま
す
。

圃
千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
内

松
戸
検
察
審
査
会
事
務
局
宮
0
4
7

.
3
6
8
・
5
1
4
1
内
線
3
2
5

オ
l
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

9
月

幻

日

か

ら

販

売

市
町
村
の
振
興
を
目
的
に
、
オ
ー

タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
9
月
訂
日

か
ら
叩
月
ロ
固
ま
で
、
全
国
の
宝
く

じ
売
場
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
は
1
枚
3
0
0
円
で
、
当

せ
ん
金
は
1
等
1
億
5
0
0
0
万
円
、

1
等
前
後
賞
各
2
5
0
0
万
円
、

2

等
1
0
0
0
万
円
、

3
等
1
0
0
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

圃
財
政
担
率
一
・
内
線
2
3
6

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

男女共同参画シシポジウム
対象・定員第 1部…400人、第1分

科会…100人、第2分科会…200人、
第3分科会…28人、第4分科会…女性、
40人(応募者多数の場合は抽選)

申し込み ハガキかファクスで 「シンポ
ふりtPd

ジウム希望J、住所、氏名、性別、年齢、
電話番号、第1部の参加・不参加の別、

第2部の参加を希望する方は分科会の番

号、 託児・手話通訳の要・不要を明記し、

9月30日必着で〒 277・8505柏市役

所男女共同参画室(師省略可)剛7167・

1186ヘ
固 柏市男女共同参画室O7167・1127

日時・場所 10月23日凶午後O閏30
分から4閏45分、アミュゼ相

内容@第1部講演 「自分らしく生き

るためにJ…吉永みち子さん(ノンフィ

クション作家)ほか@第2部第1分

科会 「定年後を柏で生きるJ…加藤仁さ

ん(ノンフィクション作家) 第2分科

会「自分らしく生きるためのマネープラ

ンQ&AJ…木村佳子さん(経済評論家)

第3分科会「女性の働き方と新しい視点J
…高橋高子さん(弁護士) 第4分科会

「女性のための安全・安心護身術J…大

沼もと子さん (Wen-do講師)

更年期障害や月経・妊娠なと

女性特有の症状、体の悩みなどに

ついて、女性の婦人科医師が無料

で相談に応じます。(予約制)

日時 10月4日開午後1時30
分から3時30分(1人30分程度)

場所保健センター

対象市内在住の女性

申し込み・固 電話で柏健康福祉

センター(柏保健所)地域保健福

祉課O7160・1016(女性専用電

話)ヘ

フリーバザールあぴこ2004
交通規制にご協力を

規制日時 9月25日出午前9聞から午後
4時(雨天の場合は26日に延期)

規制蝿所 我課子駅北口周辺(下図参照)

固 フリーバザーjレ実行委員会(商工会内)

O 7182-3131 

@かっぱ蔀員大行進の蝿り手を募集

参加希望者は当日午後1閏30分に会場ヘ

.あびこショッピングプラザ

tn 庁支ヲト会場
{ふれあい広場)

女性医師による

女性のための健康相談

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド・ファクス便利帳合7185-5000テレホンガイド・声の便利帳ft7185・5000
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第8固

おらき園祭
回

-ー-
軽スポーツと
う九とう遊園
傭 験 講 座

tir 怠

知的障害者更生施設「あらき園」では、

日頃の活動を知ってもらい、地域との突流

を深める機会としてあらき園祭を開催しま

す。ご家族で、ぜひお出かけください。

日時 9月26日旧)午後1時から3時15分
(雨天実施)

蝿所あらき園(入場無料)

内容吹奏楽演奏、ダンス、ゲーム、喫茶、

活動内容紹介、市内福祉施設の出庖

固あらき園fJ7188-4188

運動をしようと思っても、ひとり

で実行することはなかなか難しいも

のです。

軽スポーツ(ペタンクなど)と、

うんどう遊園での運動を体験し、こ

の機会に健康づくりのメニューを広

けてみませんか。

日時 9月30日開午前9閏30分から
11時30分(雨天中止)

蝿所湖北台中央公園(参加無料)

内容軽スポーツ(ペタンク、パ、ソ

ゴーほか)とうんどう遊園での運動

体験

対象・定員

先着50人
措参帽子、飲み物

※車での来場はご遠慮ください。

固保健センターfJ7187・1131

手
賀
沼
公
園
の
ポ
プ
ラ
を
伐
採

公
園
利
用
者
の
安
全
性
を
考
え

市
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
8
月

M
目
、
手
賀
沼
公
圏
内
の
ポ
プ
ラ
7

本
す
べ
て
を
伐
採
し
ま
し
た
。

手
賀
沼
公
園
の
ポ
プ
ラ
は
、
か
つ

て
四
本
あ
り
ま
し
た
が
、
台
風
な
ど

に
よ
る
倒
木
で
7
本
に
ま
で
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
ポ
プ
ラ

第 1125号

は
水
に
弱
く
、
水
位
の
高
い
手
賀
沼

公
園
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
ロ
年
9
月
に
は
、
鳥
の
博
物

館
前
の
遊
歩
道
の
ポ
プ
ラ
が
突
風
で

倒
れ
、
隣
の
駐
車
場
の
寧
の
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
を
壊
す
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
市
は
、
樹
木
医
に
ポ
プ

ラ
健
全
度
調
査
を
委
託
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
す
べ
て
の
ポ
プ
ラ
が
病

害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
費
用
を
か
け
て
も
長
期
保
存
は

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
さ
ら

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を

お
聞
き
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

公
圏
内
の
樹
木
と
し
て
の
安
全
性
を

主に中高年の方、当日

考
え
て
、
残
念
で
す
が
伐
採
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

伐
採
し
た
跡
に
は
、
病
害
虫
や
風

に
強
く
、
水
辺
の
景
観
樹
に
使
わ
れ

て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
U
月
に
植

え
る
予
定
で
す
。

な
お
、
伐
採
し
た
ポ
プ
ラ
の
根
元

部
分
を
ア
ビ
ス
タ
正
面
玄
関
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

圃

公
園
緑
地
謀
・
内
線
5
4
4

第
三
小
学
校
の
児
童

2
人
が
受
賞

県
防
災
ポ
ス
タ
ー
展

後
藤
れ
み
な
さ
ん
と
後
藤
紗
英
さ
ん

千
葉
県
が
主
催
す
る
防
災
ポ
ス
タ

ー
展
で
我
孫
子
第
三
小
学
校
1
年
生

の
後
藤
れ
み
な
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
、

同
小
学
校
1
年
生
の
後
藤
整
央
さ
ん

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

8
月
口
日
、

県
庁
大
会
議
室
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
、
防
災
へ
の

理
解
を
深
め
、
防
災
思
想
の
普
及
と

啓
発
を
目
的
に
、
県
内
の
小

・
中
学

あ

び

.....， 
ιー

我
孫
子
の
古
い
写
真
を
集
め
た
写

真
集

「我
孫
子
l
み
ん
な
の
ア
ル
バ

ム
か
ら
l
」

写

真
)
を
、
み
ん
な

の
ア
ル
バ
ム
同
好
会
(
代
表
・
島
昭

子
さ
ん
)
が
発
刊
し
ま
し
た
。

開
会
は
、
市
内
の
家
庭
に
眠
る
古

い
ア
ル
バ
ム
か
ら
写
真
の
提
供
を
受

け
、
町
の
昔
の
姿
を
見
直
し
、
先
人

た
ち
が
大
切
に
し
て
い
た
思
い
出
や

風
景
を
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

生
か
ら
防
災
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、

1
2
4
7
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
後
藤
れ
み

な
さ
ん

写

真
左
)
は

「表
彰
式
の

時
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
て
ド
キ
ド
キ

し
た
け
ど
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
後
藤
紗
英
さ

ん

(
写
真
右
)
は

「「
ゃ
っ
た
あ
』

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
お
家
の
人
も

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」
と
受

賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
の
感
想

を
語
り
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
千
葉
県
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
宮
司
一
¥
¥若
者
宅
-
℃
円

a

ny-σ
ど
℃
¥
の
消
防
地
震
防
災
課

の
ペ

l
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

あ

れ

.....， 
ιー

れ

市
民
の
手
に
よ
っ
て
収
集
・
編
集

さ
れ
た
A
4
判
2
3
0
ペ
ー
ジ
の
写

真
集
に
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

時
代
に
生
き
た
庶
民
の
暮
ら
し
ゃ
、

背
の
手
賀
沼
の
姿
な
ど
、
貴
重
な
写

真
約
4
0
0
枚
が
お
さ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

販
売
価
格
は
1
冊
2
0
0
0
円
で
、

ブ
ッ
ク
エ

l
ス
(
あ
ぴ
こ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
プ
ラ
ザ
内
)
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ

ら
が
、
荒
井
舎
庖
、
森
田
屋
書
庖
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

書
庖
で
手
に
入
ら
な
い
場
合
は、

別
途
送
料
4
5
0
円
で
送
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
会
・
村
田
さ
ん
宮
郎

7
1
8
2
・
3
7
1
4
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
集
「
我
孫
ヱ

T
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム
か

FT」
を
発
刊

明
治
以
降
の
姿
を
4
0
0
枚
の
写
真
で

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは、

毎月20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可)

糧事R

選

筑つみ時御新北正稲
斌まち折機涼行座喪
嶺ねのり嫌ののしに
にくはの幼特て蔵
雲の廻ま多子急面王
の沿は弁寝ひと連

線 すと息たる峰
き広日な立ち剣?閤
日し傘りて秋児2に
や草やしにの汗顕た
稲も立生いけ雲淋りつ
のみち身さり 満t
花ぢ話魂言

竹内旦

小
林
光
江

音

田

冬

径

下

田

繁

樹

下

回

文

子

川

上

進

也

脅

山

陽

子

渋

谷

名
J

佳
子

壁
谷
千
鶴
子

風
に
ふ
れ
顕
あ
の
ご
と
く
穂
を
ゆ
ら
す
真
孤
は
や
さ

し
き
言
葉

を

生

み

て

石

河

和

子

「
母
の
日
」
に
母
に
贈
り
し
ワ
ン
ピ
ー
ス
わ
れ
老
い

て

い

ま

そ

を

ぱ

ま

と

ひ

ぬ

小

出

礼

子

リ
ハ
ビ
リ
の
母
は
窓
辺
に
歩
み
よ
り
朝
顔
の
花
か
ぞ

へ

は

じ

め

る

下

回

文

子

も
の
に
名
の
あ
る
こ
と
覚
え
し
幼
子
は
脅
銃
一
械
を
豆

と

見

せ

呉

る

山

崎

篤

子

一
枚
目
に
無
山
事
い
く
つ
か
立
つ
中
へ
仕
事
着
の
人

入

り

て

紛

れ

ぬ

三

谷

和

夫

浄
土
よ
り
帰
り
来
た
れ
る
母
妹
こ
よ
ひ
振
舞
ふ
佳
き

菓

子

よ

き

花

小

島

順

也

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
齢
よ
り
ま
っ
す
ぐ
立
ち
あ
が
り
エ
イ
エ

イ
オ
ウ

ι苧
か

か

ぐ

津

村

阿

星

野
警
部
に
ほ
と
ん
ど
投
げ
い
れ
た
窮
も
惜
け

た

仏

に

似

合

う

千

葉

フ

ミ

榊原敦子選

八
月
の
末
に
岡
発
戸
新
田
の
手
賀

沼
ピ
オ
ト
l
プ
を
訪
れ
る
と
、
稲
田

の
水
面
に
ウ
キ
ク
サ
や
ア
オ
ウ
キ
ク

サ
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

葉
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
茎
で
、

期
術
保
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ウ
キ

ク
サ
の
葉
状
体
は
長
さ
が
五

i
八
ミ

リ
で
、
表
側
が
緑
色
、
裏
側
が
紫
紅

色
で
、
中
央
部
か
ら
は
五
本
以
上
の

根
を
垂
れ
下
げ
て
い
ま
す
。
ア
オ
ウ

mu 
勿申9 

(うきくさ科)

~周畠

情

"
醸
り
ま
す
"

無
料
で
申
石
油
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
:
・
樋
口
宮
7
1
8

2
・
0
7
0
4

申
滑
り
台

(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
、
室
内

用
)
:・
中
島
宮
7
1
6
9
・

2
7
3
5

市
美
容
サ
イ
ク

ル
(
折
り
畳
み
式
、
新
品
同

様
)
:・
有
井
宮
7
1
8
4
・

4
8
9
8

申
ひ
な
人
形

(
7
段
飾
り
)
:・
落
合
宮
7

1
8
8
・
1
6
4
0
(午
後

6
時
以
降
)

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直

接圃

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1

8
6
・
5
5
0
0

キ
ク
サ
の
葉
状
体
は
三

i
五
ミ
リ
、

全
体
が
緑
色
で
根
は
一
本
だ
け
で
す
。

根
を
ル
1
ペ
で
観
渠
す
る
と
、
両

者
と
も
先
端
に
、
靴
下
を
履
い
た
よ

こ
ん
ほ
う

う
な
根
帽
が
見
え
ま
す
。
根
は
養
分

の
吸
収
だ
け
で
な
く
、
葉
状
体
の
表

裏
が
逆
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
も
り

の
役
目
も
し
て
い
ま
す
。

花
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

夏
、
て
ミ
リ
以
下
の
雄
し
べ
と
雌
し

べ
だ
け
の
花
を
つ
け
ま
す
。
繁
殖
は

根
の
基
部
か
ら
芽
を
出
し
て
殖
え
、

一一

s四
個
集
ま
っ
て
水
面
を
漂
い
ま

す
。
冬
に
な
る
と
母
体
は
枯
死
し
ま

す
が
、
晩
秋
に
作
ら
れ
た
円
盤
状
の

越
冬
芽
が
水
底
に
沈
ん
で
冬
を
越
し
、

春
に
は
再
ぴ
水
面
に
浮
か
ん
で
繁
殖

を
始
め
ま
す
。

(
文
・
写
真
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